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全学ニュース

大学入学共通テストの実施

■全学ニュース

　令和 3年度の大学入学共通テストの第 1日程（ 1月16日（土）及び17日（日））及び第 2日程（ 1月30日（土）及び31日
（日））が全国一斉に実施されました。
　本学においても，大学入学共通テスト実施体制により，実施本部，総務部，試験場部，救急医療部，連絡部及び広報部を
設置し，本学教職員等延べ約1,300人の協力を得て，平穏のうちに終了しました。
　全国の志願者は，前年度の大学入試センター試験より22,454人減少し，535,245人でした。
　本学が担当する試験場（水産学部試験場，藤女子大学試験場を含む）の志願者数は，昨年の大学入試センター試験より
236人少ない4,670人で，各試験場（会場）の受験状況は次のとおりです。
　このほか，第 2日程の農学部会場及び高等教育推進機構Ｎ会場では，第 1日程の試験を受験できなかった石狩管内の受験
者42人に対し，追試験を併せて実施しました。

（学務部入試課）

受験風景

令和３年度大学入学共通テスト受験状況

※欠席者には当該教科を「受験しない」と申請し登録していない者も含まれる。
※農学部会場では，第 2日程のみ実施した。
※本表は，本学を試験場とする受験者の受験状況であるため，追試験の受験状況は含まない。
　（他大学を試験場としていた者が追試験を受験する際，本学で実施することもある。）
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北海道大学一般選抜の志願状況

　令和 3 年度の本学一般選抜の志願者は，前期日程5,104名，後期日程3,517名，合計8,621名となり，昨年度と比較すると
1,131名減少し，倍率は3.6倍となりました。
　入学試験日は，前期日程が 2月25日（木）・26日（金），後期日程が 3月12日（金）となっています。
　各学部・学科等の志願者数は，次のとおりです。

（学務部入試課）

注 1：「倍率」は，小数第 2位を四捨五入。
注 2：「第１段階選抜予告倍率」は，当初募集人員に対するもの。
注 3：令和 3年度入試から歯学部（後期日程）の募集が廃止となりました。「前年度志願者数」「前年度倍率」の合計・総計は
　　　歯学部（後期日程）の志願者数を含んだ数値になります。

令和３年度北海道大学一般選抜志願者数
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総合型選抜合格者の発表

　令和 3年度総合型選抜の合格者発表が 2月16日（火）に行われ，29名が合格しました。

（学務部入試課）

国際総合入試合格者の発表

　令和 3年度国際総合入試のうち，条件付合格者（国際バカロレア資格の取得を条件として合格していた者）の最終合格発
表が 2月16日（火）に行われ，10名が合格しました。
　昨年12月 8 日（火）に発表された合格者と合わせ，最終合格者は14名となりました。

（学務部入試課） 

※（　）内の数字は，道内高校出身者で内数
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北大フロンティア基金

　北大フロンティア基金は，本学の創基130年を機に，教育研究の一層の充実を図り，これまで以上に自主性・自立性を発
揮して大学としての使命を果たすため，平成18年10月に創設しました。
　奨学金制度の充実や留学生への支援などの学生支援を中心に，研究支援，学部等支援など様々な事業を行っており，期限
を付さない，息の長い募金活動をすることとしています。
　皆様には基金の趣旨にご賛同いただき，ご協力をお願いします。

　法人等 4社，個人200名の方々から9,060,535円のご寄附を賜りました。
　そのご厚志に対しまして感謝を申し上げますとともに，同意をいただいている方々のご芳名，銘板の掲示について掲載さ
せていただきます。（五十音別・敬称略）

28,945件　5,324,484,107円
（ 1月31日現在）

北大フロンティア基金情報
基金累計額

1月のご寄附状況

　株式会社　GRAND GIFT，医療法人財団　幸惺会　石狩幸惺会病院，公益社団法人　日本アロマ環境協会

寄附者ご芳名（法人等）

寄附者ご芳名（個　人）

合川　正幸

伊藤　昭英

岩田　　顕

大畑　揮義

加藤　弘通

木村　成二

齊藤　　晋

信濃　卓郎

鷲見　尚己

竹内　義治

土屋　　裕

中塚　英俊

林　由季子

藤林　玄二

松尾　博朋

水野　吉広

山本　浩一

赤羽　弘充

伊東　　賢

上田　　諭

大原　正範

金川　眞行

木和田広司

斉藤　　久

篠原　岳司

瀬名波栄潤

竹田　俊明

寺澤　　睦

長野　　督

原　　　誠

藤丸　俊樹

松島　一清

宮田　信幸

横山　　考

安達　　潤

乾　　　賢

上田　英樹

岡田　　智

加納　崇裕

工藤　彩乃

坂本　大介

下川部雅英

千秋　　肇

田中　　享

道鎭　明晴

中野　清剛

BijuVasudevanPillai

藤谷　大樹

松島　治美

村上　泰一

吉岡　　文

阿部　　弘

井上　孝俊

EdelheimJohan

岡野　　勉

河本　充司

工藤　正純

佐々木秀樹

菅原　新也

空井　　護

田村　友香

十日市一彌

中野　　平

平石　慎治

堀　　直子

松田　健一

村上　幸夫

吉川　隆志

阿部　匡樹

井原　　博

縁記　和也

奥田　英信

菅野　哲也

黒岩　麻里

佐々木義昭

杉江　和男

高木　淑恵

千田　幸子

戸田　純子

西田　実弘

廣瀬　大輔

堀岡　弘二

松田　康子

村田　寛菜

吉田　広志

網木　啓元

今井賢一郎

太田　裕美

奥野　敏生

菊地　憲孝

慶長　真澄

三升畑元基

杉野　剛正

髙木　眞弓

丁子　　卓

豊田　威信

西田　雄二

福士　幸治

本間　文佳

松原　謙一

山川　智士

吉村　憲雄

石井　哲夫

入澤　秀次

大塚　吉則

小田原一史

菊地　　誠

小砂　憲一

塩入　奈美

鈴木　貴之

高島　知充

土川　陽子

中川　徹夫

橋向　律子

福永　悟郎

前田　　博

三岡　哲生

山下　憲昭

吉本　　勝

井出　　肇

岩下　昭義

大野　栄三

加藤　達哉

喜多　浩之

近藤　伸一

志済　聡子

鈴木　　雅

高橋　　誠

土家　琢磨

中島　進一

花田　秀一

藤田　秀崇

増山　邦彦

水野　宏美

山本　吾一
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銘板の掲示（20万円以上のご寄附）
（法　人）
　医療法人財団　幸惺会　石狩幸惺会病院，公益社団法人　日本アロマ環境協会

（個　人）
　赤羽　弘充，井原　　博，岩下　昭義，工藤　正純，小砂　憲一，千秋　　肇，平石　慎治，松尾　博朋，山下　憲昭

①給与からの引き落とし

北大フロンティア基金に関する問い合わせ　基金事務室（事務局・学内電話   2017）

ご寄附のお申し込み方法

北大フロンティア基金ホームページの「教職員の方によるご寄附について」にアクセスして下さい。
https://www.hokudai.ac.jp/fund/howto-staff.html

ホームページから「北大フロンティア基金申込書（兼・給与口座からの引落依頼書）」をダウンロードし，ご記入の上，
基金事務室に提出してください。

③現金でのご寄附
寄附申込書に現金を添えて，基金事務室にご持参ください。
申込書は，ホームページから「北大フロンティア基金申込書（教職員現金用）」をダウンロードしてご記入いただくか，
基金事務室にもご用意していますので，基金事務室にお越しいただいてからご記入いただくことも可能です。

②郵便局または銀行への振り込み
基金事務室にご連絡ください。払込取扱票をお送りします。

④クレジットカード決済・コンビニ決済でのご寄附
北大フロンティア基金ホームページ
（https://www.hokudai.ac.jp/cgi-bin/fund/bin/xRegist.cgi）の寄附申し込みフォームから申込をお願いします。
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　サステイナブルキャンパスマネジメ
ント本部（以下，SCM本部）では，
12月17日（木），今年度第 2 回となる
サステイナブルキャンパス推進員会議
をオンラインで開催しました。
　各部局のサステイナブルキャンパス
推進員及び同補佐のほか，SCM本部
に関わる教職員，施設部職員等を合わ
せて75名の出席がありました。SCM
本部長の横田　篤理事から開会の挨拶
の後，下記の議題についてSCM本部
より説明し，その後，質疑応答を行い
ました。

　SCM本部からは，令和 2年度冬季の
新型コロナウイルス感染拡大防止に配
慮した省エネルギーの取組への協力，
サステイナブルキャンパス評価システ
ムASSC（アスク）による本学の令和
2年度自己評価への協力，及び今年度
の本学保有施設の法令点検での指摘事
項に対する対応への協力を要請しまし
た。加えて，本学キャンパスマスター
プラン並びにインフラ長寿命化計画に
基づく本学の今後の施設整備に係る財
源確保の方向性，及び令和 4年度施設
整備概算要求の基本方針について周知

しました。
　質疑応答では，感染症予防を旨とし
た令和 2年度文部科学省補正予算「国
立大学法人等施設の衛生環境改善整
備」事業に関して，本学の措置状況に
ついて質問がありました。
　次回は来年度 6月下旬に開催の予定
です。SCM本部では，来年度以降も
引続き，部局等と連携を図りながらサ
ステイナブルキャンパス推進に関する
活動を推進する予定です。

（サステイナブルキャンパスマネジメント本部）

令和2年度第2回サステイナブルキャンパス推進員会議を開催

横田理事による開会挨拶 小澤丈夫総長補佐・工学研究院教授による閉会挨拶 オンライン会議の様子

議題
1）令和 2年度冬季の省エネルギーの取組について
2）サステイナブルキャンパス評価システムASSCによる令和 2年度自己評価の実施について
3）建築物の維持管理について
4）施設整備に係る財源確保の方向性について
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第23回北海道大学－ソウル大学校ジョイントシンポジウムを開催

　11月 5 日（木）・ 6 日（金）に，
ソウル大学校（韓国）と北海道大学
のジョイントシンポジウムを開催し
ました。新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）拡大の影響を鑑みて，オ
ンラインで開催することとなった今回
のシンポジウムは，例年初日に開催し
ていた全体会の代わりに『COVID-19
中・後の世界における大学の役割』と
いうテーマの下，両校の大学間協定校
であるゲント大学（ベルギー），メル
ボルン大学（オーストラリア）を招
き，Zoomによる特別フォーラムを行
いました。続いて， 2日目以降に 4部
局から 5分科会が開催されました。
　特別フォーラムでは，ホスト校学長
として，本学寳金清博総長，ソウル大
学校オ・セジョン学長からの挨拶の
後，参加大学からそれぞれの大学での
COVID-19対策と現状の紹介がありま
した。続いて，本学横田　篤国際担当
理事・副学長から，本学のCOVID-19

対応現状と，その一環として札幌農学
同窓会による学生支援の輪と学生発信
の活動について紹介があり，ソウル大
学校アン・ドゥッグン国際担当理事か
らは，首都圏大学としての政府との連
動した取組の紹介やオンライン卒業式
等の試みが共有されました。
　ゲント大学フレデリック・デ・デッ
カー国際連携室長からは，ベルギーで
は年始すぐに国を挙げたCOVID-19対
応を迫られた反面，ゲント大学では教
職員の学生支援の意欲が高く，部署を
超えての枠組みができあがっている一
方，次年度のオンライン・対面のブレ
ンド型教育対応では，さらなる質保証
の確保の重要性を指摘しました。
　メルボルン大学マイケル・ウェズ
リー国際担当副学長からは，留学生受
入や教職員学生の海外経験，国際共同
研究・フィールドワーク，同窓生ネッ
トワークと大学の国際的評価等，それ
ぞれの面におけるCOVID-19の影響を

明文化し，内外で共通認識としている
こと，他方で，古くは黒死病後のルネ
ッサンスにあるように，パンデミック
後の人間の原動力への期待が述べられ
ました。
　ソウル大学校チャ・ソグォン国際担
当副理事をモデレータとしてのパネル
ディスカッションでは，視聴者との質
疑応答も行われ，参加大学の更なる連
携への展望等が語られました。
　特別フォーラムと同様にオンライン
で開催された各部局主催の分科会で
は，工学研究院，メディア・コミュニ
ケーション研究院，教育学研究院，歯
学研究院の参加教員及び学生による活
発な意見交換，情報交換が行われ，成
功裏に終了しました。
　第24回は令和 3年秋に，本学で開催
する予定です。

（国際部国際連携課）

特別フォーラムの様子（左上より時計回りに，
川野辺創国際連携機構副機構長，ゲント大学
デ・デッカー国際連携室長，横田理事・副学長，
寳金総長，ソウル大学校アン国際担当理事，
オ同校学長，チャ同校国際担当副理事，
メルボルン大学ウェズリー国際担当副学長）

メルボルン大学ウェズリー国際担当副学長による講演 寳金総長挨拶の様子
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　本合同シンポジウムは，ソウル大学
のイ・ミョンギュ教授を窓口とし，今
年度は11月 6 日（金）に北海道大学工
学研究院材料科学部門をホストとして
リモート（Zoom）開催されました。
本学・ソウル大学双方から計15名の教
授・准教授に，ソウル大学・北海道大
学の大学院生及び学部生30数名を加え
て，計45名以上の参加者数となり，教
授陣と大学院生から材料科学に関する
最新の研究を紹介しました。今回の発
表テーマは，構造材料，生体材料，装
置開発，計算科学と幅広く，微視的な
視点から詳細に精査した最新の研究が
多く見受けられ，各テーマで活発かつ
有意義な討論が行われました。一部の
研究は，本シンポジウム後に情報交換
を行う約束を交わしました。また，今
回はリモート開催であるためか，例年

よりも参加者数が多かったように思わ
れます。次年度は，サマースクールの
開講を積極的に進める方向で一致して

おり，可能であれば学部生対象のイン
ターンシッププログラムも進める予定
です。

（工学研究院）

分科会1

The 9th HU-SNU Joint Symposium on Materials Science and Engineering
第9回材料科学に関する合同シンポジウム／工学研究院　教授　橋本直幸

　本分科会は，原子力工学分野におけ
るソウル大学校と北海道大学の情報交
換と交流を目的として行いました。今
回で23回目を迎える合同シンポジウム
ですが，原子力工学分野に関わる分科
会が開催されるのは 2 回目となりま
す。本年度は，原子力熱流動工学
（Nuclear Thermal-hydraulics）分野
を対象とし，ソウル大学のチョ・ヒョ
ンキュ准教授を窓口としてZoom開催
されました。
　ソウル大学校から 2名，北海道大学
から 2名の教員が参加し，原子力熱流

動の最先端のアクティビティが紹介さ
れるとともに，学生セッションでは各
校からそれぞれ 4名の学生が研究発表
を行いました。また，ゲスト講演とし
て韓国原子力研究員（KAERI）のユ
ン・ハンヨン博士に参加頂き，多次
元シミュレーション技術の最先端と世
界的動向についてご紹介頂きました。
本セッションにおける研究テーマは従
来の熱水力基礎実験に加え，多次元数
値解析や，熱工学と人工知能技術の融
合等，多岐に渡る研究成果が発表さ
れ，有意義な研究討議が行われまし

た。コロナ禍において多くの国際会議
が延期となり，対面での交流が難しい
中，英語での研究発表や質疑対応は北
大生にとっても良い刺激となったよう
でした。
　来年度は改めて北大が本シンポジウ
ムのホストとなりますが，新型コロナ
が早期に収束し，より活発な研究討議
が行えるよう願ってやみません。

（工学研究院）

分科会2

“Workshop in the field of Nuclear Thermal-hydraulics”
Joint symposium between SNU-HU 2020
原子力熱流動工学分野におけるワークショップ／工学研究院　准教授　三輪修一郎

分科会プログラム 分科会情報公開
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　本分科会は，12月11日（金）に，ソ
ウル大学校－北海道大学合同セミナー
として開催しました。新型コロナウイ
ルス感染症の感染拡大防止のため，
YouTubeでのリアルタイム配信とい
う形をとった本セミナーは，ソウル大
学校日本研究所所長の金　顕哲教授の
挨拶から始まり，同研究所金　孝眞准
教授と北海道大学金　成玟准教授の研
究発表を主軸とし，多くの研究者,学
生他視聴者の意見を受け付けました。
新型コロナウイルス感染症の拡散によ

り，両国間の移動と人的交流が難しい
状況が続く中，このような文化交流に
関する研究が持つ学術的かつ社会的イ
ンパクトを確認する場になりました。
コロナ禍かどうかに関わらず，時間的・
空間的制約なしに参加し易いYouTube
配信という形は，今後の分科会の新た
な形と思われました。今後の持続可能
な共同研究の方法についても考えてい
きたいとの結論に達しました。

（メディア・コミュニケーション研究院）

分科会3

Reinterpretating Korean Wave in Japan: from Contemporary and Global Perspectives
日本の韓流を読み直す：同時代性及びグローバルな視点から／メディア・コミュニケーション研究院　准教授　金　成玟

分科会放映風景1 分科会放映風景2 イベントポスター
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　本分科会は 4つの大学が持ち回りで
開催しており，2017年度はソウル国立
大学（SNU），2018年度は台湾師範大
学（NTNU），2019年度はカセサート
大学（KU）が会場でした。今年度は
北海道大学（HU）が会場の予定でし
たが，新型コロナウイルス感染症の感
染状況を踏まえてオンラインのみの参
加とし，台湾とタイとの時差を考え
て， 1月 6 日（水）， 7日（木）の午後
3 時から午後 5 時30分（日本時間）に
開催しました。SNUとKUからそれぞ

れ10数名の学生の参加があり， 1日目
はSNU，KU，HUからの学生発表（ 4
件），2日目はSNU，NTNU，KUの学
生と教員による発表（ 5件）と討論を
実施しました。Web会議の開催でした
が，質疑応答時間に複数の質問がチャ
ット上に同時に発せられるなど，学生
の活発なやりとりがありました。 2日
目の最後には，ブレイクアウトルーム
として，教員のみで将来像を協議する
ルームと学生が交流するルームを設定
しました。学生たちのブレイクアウト

ルームでは，COVID-19下での各国の
教育事情が話題になったようです。教
員のブレイクアウトルームでは，Web
会議を利用して， 4大学の教育プログ
ラムを相互に柔軟に活用するアイデア
が話し合われました。具体化に向け
て，検討していきたいと考えていま
す。　

（教育学研究院）

分科会4

HU-SNU-NTNU-KU 2020 joint session
Future course of HU-SNU-NTNU-KU joint symposium and research collaboration
HU-SNU-NTNU-KU 2020 ジョイントセッション
HU-SNU-NTNU-KU ジョイントシンポジウムと共同研究の将来像／教育学研究院　教授　大野栄三

オーラル・プレゼンテーション パラレル・ディスカッション（教員）

Zoom版集合写真
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　 1月28日（木）に，歯学としては第
3回目となる分科会を開催しました。
　本分科会は，ソウル大学校歯学部の
チョン・シネ准教授とライアン・ジン
ヨン・キム助教，本学歯学研究院の渡
邊　裕准教授と坂口　究助教の計 4名
による研究発表が行われ，急速に進展
する高齢化社会や現在直面している新

型コロナウイルス感染症の問題等に対
し，歯科の分野でどのように貢献して
いけるかなどについて，活発な意見交
換がなされました。
　今回は，新型コロナウイルス感染症
の影響でオンラインによる開催とな
り，直接往来をしての交流は叶いませ
んでしたが，両校の教員，大学院生を

中心に100名を超える参加があり，非
常に有意義なシンポジウムとなりまし
た。
　今後も，本分科会をはじめとした両
学部等の交流を継続し，教育・研究の
連携をより一層進めていく計画です。

（歯学研究院）

分科会5

Current topics of dentistry
歯学分野におけるカレントトピックス／歯学研究院長　八若保孝

渡邊准教授による研究発表 チョン准教授と参加者の意見交換

　本学は，ダイバーシティ研究環境推
進のための取組を進めています。この
取組の一環として，人材育成本部ダイ
バーシティ研究環境推進室では， 1月
16日（土）及び17日（日）に行われた
大学入学共通テスト業務において休日
出勤を行う教職員を対象に，養育する
未就学児の預かり保育を実施しまし
た。前年12月に学内周知を行い， 3名

の教員（男性 1名，女性 2名）より申
し込みがありました。
　両日ともに午前 7時から午後 7時ま
で，人材育成本部会議室にて，保育士
4名により， 2歳から 5歳までののべ
4名の保育が行われました。利用者か
らは，保育園が休みとなる日曜日に対
応していただき助かった，等の反応が
ありました。
　

　2021年度も引き続き入試保育支援を
実施する予定です。
　部局への通知，または当ダイバーシ
ティ研究環境推進室のWebサイトをご
確認ください。

（人材育成本部）

大学入学共通テスト業務に携わる教職員のための
未就学児一時保育を実施

一時保育中の様子
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脳科学研究教育センターオンライン研究発表会を開催
　脳科学研究教育センターでは，12月
15日（火）発達脳科学専攻履修生によ
るオンライン研究発表会を行いまし
た。例年は北広島クラッセホテルにお
いて 1泊 2 日の合宿研修を行っていま
したが，今年度は新型コロナウイルス
感染症（COVID-19）拡大防止のため
合宿研修は取りやめ，代わりにZoom
ミーティングを利用したオンラインの
発表会となりました。
　発表会には，渡邉雅彦センター長を
はじめ，文学，教育学，理学，生命科
学，医学，薬学，保健科学の各研究
院・学院・学部に属する基幹教員15
名，大学院生16名（うち発表者は11
名），その他 9 名，事務職員 1 名の合
計41名が参加しました。
　発達脳科学専攻履修生による研究発
表はⅠ～Ⅲのセッションに分け，それ
ぞれ 3～ 4 名の大学院生が質疑込み15
分の持ち時間で発表を行いました。

Zoomの画面共有機能を利用してスラ
イドを発表し，その後質疑の時間を取
りましたが，今回は発表中にもチャッ
ト機能で質問することもできたので，
時間いっぱいまで活発な質疑応答があ
りました。今回はオンラインというこ
ともあり，学部生も含めて発達脳科学
専攻履修者以外の学生も聴講できたた
め，履修生が様々な分野の脳科学研究
の理解を深めるだけでなく，脳科学研
究教育センターの活動や履修生の研究
成果を学内に発信することができまし
た。
　また，センターが提供する大学院共
通科目や学部生の一般教育科目につい
て，今年度は特にCOVID-19のために
オンライン形式の講義になったことに
ついての意見交換を行いました。さら
に発表会終了後のアンケートでは，オ
ンライン講義について学生側からの
様々な意見を聞くことができ，教員に

とっても大変有意義なものとなりまし
た。
　今年度は，オンライン研究発表会と
なってしまいましたが，合宿研修はと
もすると所属研究室の研究テーマや実
験手法のみに偏りがちな大学院教育
を，分野の垣根を越えて融合させるこ
とを目指す本センターの最も重要な活
動の一つとなっています。終了後のア
ンケートでも「現状ではオンラインで
も仕方がないが，来年の発表会はやは
り合宿形式でやりたい」という要望が
多数寄せられました。
　一日も早くCOVID-19の感染が収束
し，再び合宿研修を行って，懇親会も
含めて部局を越えた学生と教員が交流
できるようになることを祈ります。

（脳科学研究教育センター）

発表の様子① 発表の様子②

発表の様子③ 発表最優秀賞を受賞した発表の様子
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■お知らせ

職種・系区分 過半数代表候補者

教

員

系文 （文学研究院）

（理学研究院）

（工学研究院）

（地球環境科学研究院）

（保健科学研究院）

（電子科学研究所）

（歯学事務部）

（総務企画部）

（理学・生命科学事務部）

（高等教育推進機構）

（遺伝子病制御研究所）

系

理 理 学 研 究 院

工学研究院・情報科学研究院

上 記 以 外 の 理 系

系医

附置研究所・研究センター系

職 員 （ 教 員 を 除 く ）

特任教員・契約・短時間勤務・嘱託職員

過半数代表候補者の決定

　札幌キャンパス事業場（病院を除く。）における過半数代表候補者は，以下のとおり決定いたしました。

（総務企画部人事課厚生労務室）

瀬名波　栄　潤

山　本　夕　可

深　澤　達　矢

山　田　幸　司

宮　島　直　子

佐　藤　　　譲

秋　永　崇　裕

足　利　　　誠

岡　坂　直　寛

肖　　　　　蘭

山　口　　　桂
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役員会（令和 3年 1月 6日）
議　　案・多様なステークホルダーとの連携協定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・Microsoft及びAdobeの契約更新に伴う部局負担額の値上げについて
報告事項・会計検査院による令和元年度決算検査報告について
　　　　・令和 3年度運営費交付金等（予定額）について
　　　　・令和元年度に係る業務の実績に関する評価の結果について

経営協議会（令和 3年 1月19日）
議　　題・中期目標・中期計画の変更について
　　　　・国立大学法人ガバナンス・コードにかかる適合状況の報告について
　　　　・経営協議会の活性化について
報告事項・令和 3年度運営費交付金等（予定額）について
　　　　・指定国立大学法人申請要件の充足及び客観・共通指標の改善に向けた本学の取組について
　　　　・未来戦略本部の設置について
　　　　・令和 2年人事院給与勧告について
そ の 他・「北海道大学財務報告書2020」について

教育研究評議会（令和 3年 1月20日）
議　　題・中期目標・中期計画の変更について
報告事項・学生の停学の解除について
　　　　・令和 3年度運営費交付金等（予定額）について
　　　　・令和 4年度概算要求の基本方針について
　　　　・指定国立大学法人申請要件の充足及び客観・共通指標の改善に向けた本学の取組について
　　　　・産業創出講座等の設置（更新）について
　　　　・寄附講座等の設置及び更新について
　　　　・令和元年度に係る業務の実績に関する評価の結果について
　　　　・教員の懲戒について

役員会（令和 3年 1月25日）
議　　案・中期目標・中期計画の変更について
　　　　・科学技術イノベーション創出に向けた大学フェローシップ創設事業の申請について
　　　　・デジタル活用教育高度化事業「デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン」の申請について 
協議事項・全学運用教員の措置について
報告事項・令和 2年度運営費交付金の追加配分等について

※規程の制定，改廃については，「学内規程」欄に掲載しています。

■諸会議の開催状況

■学内規程

（令和３年１月７日海大達第10号）
北海道大学中国医学研修員規程を廃止する規程

公益財団法人日中医学協会の奨学金制度が変更され，同協会が実施していた中国医学研修員の招致事業が平成29年 6 月を
もって終了したことに伴い，所要の定めを行ったものです。

（令和３年１月７日海大達第11号）
北海道大学中国・人材育成事業研修員規程を廃止する規程

中国政府が国際協力機構の支援の下に実施していた中国・人材育成事業が平成27年12月をもって終了したことに伴い，所
要の定めを行ったものです。
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■訃報

北海道大学病院医事課係長

　　　　　　　　渡部　陽一　氏  
（享年49歳）

　北海道大学病院医事課係長の渡部陽
一氏は，病気療養中のところ令和 3年
1月17日にご逝去されました。
　同氏は，昭和46年 3 月 1 日北海道帯

広市に生まれ，北海道情報大学をご卒
業し，平成 6年 4 月北海道大学工学部
に文部事務官として採用されました。
その後，農学部，医療技術短期大学
部，大学院地球環境科学研究科を経
て，平成16年 4 月に同総務係主任に昇
任，環境科学事務部総務係主任，北海
道大学病院総務課労務管理係主任を経
て，平成21年 4 月には，国立日高青少
年自然の家総務係長に昇任されまし
た。
　平成24年 4 月に北海道大学へ戻られ
た以後は，工学系事務部総務課係長，
研究推進部産学連携課係長，北海道大
学病院総務課係長を経て，令和 2年 4
月から現職に就かれ，在職中は，総務
系，研究協力系，医療事務系と幅広い

業務に従事し，その経験と知識を遺憾
なく発揮されました。
　同氏は，温和で朗らかな人柄で周囲
を和ませ，何事にも真摯に取り組み，
今後の活躍が大いに期待されるところ
でしたが，現職への異動と同時に，入
院加療・自宅療養をすることとなり，
職場復帰への強い意欲とご家族の献身
的な看護のもと，病と懸命に闘ってお
りましたが，その甲斐もなくご逝去さ
れましたことは，誠に惜しまれてなり
ません。
　長年にわたるご苦労とご功績を偲
び，ここに謹んで心より哀悼の意を表
します。

（北海道大学病院）

よういちわたなべ



編 集 メ モ

裏表紙メモ

北海道大学のキャンパスの風景を様々な角度からご紹介する「キャンパス風景」。
2月号は冬空に伸びるポプラ並木です。ぐんと空に向かって伸びるポプラ並木の影は青白い雪に映って線路のようにも見え
ますね。誰かが歩いた跡が良い仕事をしています。
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 ● 大学入学共通テストの第 2 日程が第 1 日程に続き 1 月30
日（土）， 1 月31日（日）の 2 日間にわたって行われま
した。本学を会場として行われた試験では，第 1 日程同
様，大きなトラブルもなく無事終了しました。

前日には雪が降りましたが，当日は公共交通機関の遅れ等はありませんでした。
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